
第1条 競技会の定義及び組織 1-15 サービスカー＆サービス員登録料
サービスカー１台につき ２，０００円 （参加者１名につき５ｍ未満の車両１台まで）

サービス員1名に付き １，０００円 （参加費にサービス員１名を含む）

1-16 その他の費用
各費用に食事は含まれない。希望者は別途申し込むこと。

1-17 タイムスケジュール

1-1 競技会の名称 １１月２５日(土) 公開練習

２００６　ＪＭＲＣ西日本ジムカーナフェスティバル ｉｎ 中部 ゲートオープン 　９：００

1-2 競技種目 公開練習受付 　９：３０～１２：３０

ジムカーナ 慣熟歩行 　９：４５～１０：４５

1-3 競技の格式 公開練習 １ １１：００～

ＪＡＦ公認準国内競技 公認番号： 公開練習 ２ １３：００～

1-4 開催日 参加確認受付 Ａ １３：３０～１５：００

２００６年１１月２５日（土）・２６日（日） 公式車検 Ａ １４：００～１６：００

1-6 開催場所 車輌保管 １７：００～

幸田サーキットＹＲＰ桐山 ゲートクローズ １８：００

愛知県額田郡幸田町大字桐山字立岩１－１００ 公認番号：2006-Ⅰ-2302 ※公開練習参加者は参加確認受付Ａ及び公式車検Ａを受けること。

1-7 オーガナイザー ※公式車検Ａを受けた後の車両持出しは書面にて申告すること。

ソモスモータースポーツクラブ １１月２６日（日） 決勝

代表者：鳥居　晴彦 ゲートオープン 　６：００

〒４６３－００２３　名古屋市守山区今尻町1306　 車輌保管解除 　６：００

TEL:052-798-5621 FAX:052-798-5622 参加確認受付 Ｂ 　６：３０～　７：１５

1-8 大会役員 公式車検 Ｂ 　６：３０～　７：３０

 山本　雅樹 （幸田サーキットＹＲＰ桐山代表取締役社長） 慣熟歩行 　６：４５～　７：４５

 鈴木　隆史　 （ＪＭＲＣ中部運営委員長） 開会式 　８：００～　８：１５

1-9 組織委員会 ドライバーズブリーフィング 　８：１５～　８：３０

 川村　徹 （ＪＭＲＣ中部ジムカーナ部会長） 第１ヒートスタート 　８：４５

 高木　文錫 （ＪＭＲＣ近畿ジムカーナ部会長） コースオープン 第１ヒート終了後４０分間

 藤井　健嗣 （ＪＭＲＣ中国ジムカーナ部会長） 第２ヒートスタート 第１ヒート終了後５０分後

1-10 競技会主要役員 閉会式／表彰式 １５：３０～ (予定）

 佐藤　裕 （ＪＭＲＣ九州ジムカーナ部会長） 第2条 参加車両
 大西　周 （ＪＭＲＣ四国ジムカーナ部会長） ２００６年国内競技規則 第3編 スピード車両規定に合致した車両。

 神谷　和潤 （ＪＭＲＣ中部事務局長） 第3条 競技クラス区分
 増田　好洋 （Ｎ部門）

 松本　敏

 鶴田　康仁 Ｎ1クラス 1150㏄以下の車両

 遠藤　公一 Ｎ2クラス 1150㏄を超える前輪駆動の車両

 佐々木　康行 Ｎ3クラス 1150㏄を超える後輪駆動の車両

 神田　敬三 Ｎ4クラス 1150㏄を超える4輪駆動の車両

 鳥居　晴彦 （Ｂ制限部門）

 鳥居　良彦

 坂　和磨

1-11 参加申込 B1ｸﾗｽ 1600㏄以下の車両(駆動方式区分無し）

B2ｸﾗｽ 1600㏄を超える2輪駆動の車両

B3ｸﾗｽ 1600㏄を超える4輪駆動の車両

①参加申込書(署名・捺印のこと） （ＣＤ部門）

②車両改造申告書

③参加選手プロフィールシート

④参加申込明細書 （Ｌ部門）

1-12 参加申込場所
Ｄ地区(中部） （Ｓ1500部門） ＪＭＲＣ中部スーパー1500車両規定に合致した車両

〒417-0061　静岡県富士市伝法946-16　　アジュール内　川村　徹 第4条 参加者及び競技運転者
ＴＥＬ：0545-71-9575　　090-1565-6714 1)

Ｅ地区(近畿）

〒544-0012　大阪府大阪市生野区巽西4-6-36　　高木文錫 2)

ＴＥＬ：06-6754-0064　　090-8234-5123

Ｆ地区(中国） 3)

〒720-0092　広島県福山市山手町5-13-20　　京福有限会社内　藤井　健嗣

ＴＥＬ：084-976-7280　　090-9504-0507

Ｇ地区(四国） 第5条 参加資格と優先順位
〒791-8022　愛媛県松山市美沢2-5-33　　山本自動車工業㈱内　大西　周

ＴＥＬ：089-924-0220　　090-8691-0993

Ｈ地区(九州） 1) 各地区ミドル、ジュニアシリーズ　１位～３位

〒803-0846　福岡県北九州市小倉北区下到津1-4-14　　 2) 各地区チャンピオンシリーズ　４位～

ﾌﾛｼｮｯﾌﾟｽﾌﾟﾗｲﾝ内　　佐藤　裕 3) Ｌクラス、各地区の女性ドライバー

ＴＥＬ：093-591-9377　　090-2509-7606 4) その他においても各地区の承認を得て参加可能とする。

1-13 参加受付期間 第6条 参加制限
受付開始 ２００６年１０月１９日（木） 1)

受付締切 ２００６年１１月　１日（水）必着

1-14 参加料 2) 同一車両でのＷエントリーは２名まで認められる。

Ｄ地区(中部） ２２，０００円 第7条 参加受理
Ｄ地区以外の地区 ２０，０００円 1)

公開練習費用（２回走行) ５，０００円 （任意参加） 2) 参加申込書発送の証明は参加受理の証明にはならない。

２００６ ＪＭＲＣ西日本ジムカーナフェスティバル ｉｎ 中部 特別規則書 

全クラスを通じて１６０台程度とする。ただしそれに満たない場
合は各地区ジムカーナ部会の推薦により参加可能とする。

参加受理の諾否は参加受理書の郵送にて通知する。

組 織 委 員

審 査 委 員 長

参加者は有効なＪＡＦ発給の競技参加者許可証を所持者であるこ
と。ただし競技運転者は参加者を兼ねることができる。

2006年ＪＡＦ国内競技車両規則第3編スピードＮ車両規定
に合致した車両

スピードＢ車両にスピードＳＡ車両の改造制限を施し
ﾀｲﾔｻｲｽﾞは、当該車両のJATMAに従った適合範囲内と
する。

2006年ＪＡＦ国内競技車両規則第3編スピードＳＣ・Ｄ車両
規定に合致した車両
（ｸﾗｽ区分無しのＳＣ車両・Ｄ車両）

スピードＢ車両にスピードＳＡ車両の改造制限を施し
ﾀｲﾔｻｲｽﾞは、当該車両のJATMAに従った適合範囲内と
する。
(気筒容積及び駆動方式区分無しのＢ車両）

本競技会は社団法人日本自動車連盟（ＪＡＦ）の公認のもとに国際
自動車連盟（ＦＩＡ）の国際モータースポーツ規則及びその付則、それ
に準拠した日本自動車連盟の国内競技規則及びその付則、スピー
ド行事開催規定、本競技会特別規則に従ってＪＡＦ公認準国内競技
として開催される。

大会名誉会長

大 会 会 長

組 織 委 員 長

組 織 委 員

競 技 長

審 査 委 員

競技運転者は有効な自動車運転免許証と有効なＪＡＦ発給の競技
運転者許可証の所持者であること。

副 競 技 長

コース委員長

計 時 委 員 長

技 術 委 員 長

審 査 委 員

参加者は下記書類に必要事項を明記し、期日までに参加料を添え
て各地区の参加申込場所に提出すること。

※競技開催日に満２０歳未満のドライバーは親権者による同意書
   への署名・捺印を必要とする。

パドック委員長

救 急 委 員 長

医 師 団 長

事 務 局 長

競技運転者は競技中に有効な1,000万円以上の傷害保険、又はＪＭ
ＲＣ全国共同共済に加入し、各地区ＪＭＲＣ発行の当該年度有効の
会員証又は加入を証明できる書類を受付に提示すること。

Ｄ(中部)・Ｅ(近畿)・Ｆ(中国）・Ｇ(四国)・Ｈ(九州）の５地区に該当ｽﾎﾟｰ
ﾂ資格を有する者。



第8条 公式通知 第18条 計時
1)

第9条 ドライバー変更 2)

ドライバー変更は認められない。

第10条 車両の変更 3)

1)

第19条 順位決定
2) 車両変更は同一部門同一クラスであること。

3) 車両変更申請は本競技会の参加確認受付終了までとする。

第11条 車両検査
1) 1) セカンドタイムの良好な者。

2) 排気量の小さい順。

2) 3) 審査委員会の決定による。

第20条 罰則
3) 1)

4) 競技終了後、上位入賞者は再車検を行なう。

第12条 ドライバーズブリーフィング ・競技役員の重要な指示に従わなかった場合。

1) ・不正行為を行なった者。

・コースアウト等で他人及び施設等に重大な損害を与えた場合。

2) ・車両保管中申告なく競技車両を持出したり修理を行なった場合。

・会場内において暴力、暴言、威圧行為等を行なった場合。

第13条 競技運転者の装備 2)

1)

第21条 抗議の手続き
2) 1)

2)

第14条 スタート及び走行
1) スタートは原則としてゼッケン順に行なう。 3)

2) 第22条 抗議の時間制限
1)

3) スタート合図はクラブ旗によって行なわれる。

4) 2)

5) 走行は原則として２ヒート行なう。 第23条 抗議の裁定
6) 1) 競技会審査員会の裁定は、抗議者に宣告される。

2) 抗議が正当と裁定された場合は抗議料は返還される。

第15条 競技上のペナルティ 第24条 賞典
1) 1) 全部門・全クラス １位～３位 ＪＡＦ賞・副賞

４位～６位 副賞

2) 反則スタートは当該ヒートの走行タイムに５秒が加算される。

3)

2) 地区対抗戦

4) 3)

5) 第25条 遵守事項
1)

6)

7) 2)

第16条 リタイア
1) 競技の途中で競技を棄権する場合は明確に意思表示を行うこと。

2) 3)

第17条 信号表示 4)

・ クラブ旗 スタート合図

・ 黄旗 パイロン移動・転倒，脱輪 第26条 規則の施行ならびに記載されていない事項
・ 黒旗 ミスコース 1)

・ 赤旗 危険あり直ちに停止せよ

・ 緑旗 コースクリア 2)

・ チェッカー旗 ゴール合図

3)

以上

大会組織委員会

運転席の窓ガラス、及びサンルーフを開けて走行した場合、当該
ヒートは無効となる。

競技の途中で以降のヒートをスタートしない場合はその旨を書面に
て競技役員に申し出て棄権しなければならない。

スタートは、スタート位置よりエンジンを始動した状態でスタートし、コ
ントロールラインを通過するスタート方法とする。

競技車両がゴールラインを通過した時点でチェッカー旗が振られ、当
該ヒートは終了する。

コースから脱輪した場合、１輪につき１回５秒を走行タイムに加算す
る。

４輪がコースから脱輪した場合(コースアウト）は、当該ヒートを無効
とする。

ミスコースの場合、そのヒートの走行は無効となる。ただしミスコース
に気づいて正しいコースに戻った場合はミスコースとしない。

危険防止のため、フィニッシュ後は十分な減速を行い徐行にてパドッ
クへ移動すること。

スタート合図後速やかにスタートしない場合は当該ヒートの出走資
格を失う。

表彰対象者が表彰式を欠席した場合には、表彰を放棄したものとし
てオーガナイザーが用意した副賞は授与されない。

本特別規則発行後、ＪＡＦにおいて決定され公示された事項は全て
の規則に優先する

本特別規則は本競技会に適用されるもので参加受付と同時に有効
となる。

本特別規則に記載されていない事項については、ＪＡＦ国内競技規
則とその付則、及びＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則とその付則
に準拠する。

参加者及び競技運転者は競技期間中会場において薬物等によって
精神状態を繕ったり飲酒してはならない。

参加者は当該競技会に係わる全ての者に全ての法規及び規則を遵
守させる責任を有する。

参加者及び競技運転者は参加車両及びその付属品等の損傷、盗
難、紛失等の損害及び会場の施設、器物を破損させた場合の補償
等、理由の如何に拘わらず各自が責任を負わなければならない。

競技に参加する個人・団体はそれが如何なる理由によって起こった
ものであるにせよ、本競技会の下で開催される競技会・行事中に生
じた事態について本連盟、ならびにその所属員及び競技役員に対し
て如何なる責任も追及しないこと。

技術委員長は公式車両検査によって不適切と判断された車両に対
して修正の指示を行う。

原則として２ヒート走行し、良好なタイムを結果として採用して最終の
順位を決定する。同一タイムが複数の場合は以下の基準により順
位を決定する。

抗議は必ず文書によるものとし、ＪＡＦ所定の抗議料２０，３００円を
添えて競技長を経由して競技会審査委員会に提出すること。

自分が不当に処遇されていると判断する参加者は、これに対し抗議
することができる。

修正不可能な場合又は修正指示に従わない場合及び公式車検検
査を受けない車両は競技に参加できない。

競技長は競技開始前に競技会審査委員会の出席のもとにブリー
フィングを開催する。

ドライバーはブリーフィング開始から終了まで、これに出席しなけれ
ばならない。違反した場合はペナルティの対象となる。

競技中はレーシングスーツ、ヘルメット、指先まで完全に覆う運転に
適した手袋を着用しなければならない。

競技ヘルメットは「ＪＡＦスピード行事競技用ヘルメットに関する指導
要綱」に適合すること。この適合性はラベルで表示されるか、又は証
明できなければならない。

上記以外の違反及び本規則に定められていない罰則の選択については
競技会審査委員会が決定する。

本規則に記載のない競技運営上の細則及び参加者への指示事項
は公式通知によって示す。

参加者は車両と同時に競技運転者の装備について指定の時間内に
公式車両検査を受けなければならない。

参加申込正式受理後の車両変更は、参加車両に故障・破損等、や
むを得ない事情のある場合のみとし、競技会審査委員会の承認を
得て可能とする。

計測は競技車両が最初のコントロールラインを横切った時より開始
し、最終のコントロールラインを横切った時に終了する。

計測は自動計測器にて１／１０００秒以上までを計測し、その計測結
果を成績とする。

万一自動計測機器による計測不能が発生した場合に限り、２個以上
のストップウォッチにて１／１０００秒まで計測し、その平均タイムを成
績とする。

本競技会において次の行為を行なった場合、及び本規則又は公式通知に
対する不遵守は国内競技規則に記載されている条項に従い競技会審査
委員会が罰則の適用を決定し違反者に通知される。

ただし、参加台数の１／２を超えないものとす
る。

各地区上位入賞者のポイントにより優勝旗及
び副賞が授与される。

コース上のマーカー(パイロン)の移動、または転倒と判定された場合
は、当該ヒートの走行タイムにマーカー１個につき５秒を加算する。

審判員の判定、及び計時装置対する抗議はできない。

成績に関する抗議は、そのクラスの暫定結果発表後３０分以内に提
出しなければならない。

競技会技術委員長に対する抗議は、決定直後に提出しなければな
らない。



RH + - （ ）

年 月 日 歳

〒 TEL

FAX

携帯

種別 年 月

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ

〒 TEL

携帯

ｃｃ

クラス シリーズ 位

クラス シリーズ 位

年 月 日

運転者(参加者)署名 ㊞

運転者が競技会時点で満20歳未満の場合は親権者の署名

親権者署名 ㊞

Ｓ１５００

排気量

１．０
１．７×

・他種保険

Ｌ

有　・　無

ミドル、ジュニアシリーズ
２００６年度成績

Ｎ
１

Ｎ
４
Ｂ
１

選 考

受理　　・　不受理

後走者名

希望出走順(競技運転者名)

Ｂ
２
Ｂ
３
Ｃ
Ｄ

参加クラス 車両型式

住 所

ライセンス№

エントラントライセンス№

国内国際

競技ライセンス

登録クラブ名略称

運転免許証番号 有効期限

氏 名

都  道
府  県

住 所

生年月日

性別

平成

所属クラブ ＪＡＦ登録名

Dr補償の傷害保険等 ・JMRC共済等

事
務
局

参加料・登録料

そ
の
他

私は当大会競技参加に当たり関連して起こった死亡、負傷、その他の事故で私自身及び私の指名した運転者、同行のサービス員及び同伴者が
受けた損害について、決して日本自動車連盟（ＪＡＦ）、オーガナイザー及び大会役員、係員、会場所有者、後援団体、協賛会社、協力会社(以下大
会関係者という)に対して非難したり責任を追及したり損害賠償を要求したりしないことを誓約致します。尚、このことは事故が上記主催団体または
大会関係者の手違いなどに起因した場合であっても変わりはありません。また、コース及び場内施設使用に際し、施設・備品等に損害を与えた場
合にはその現状復帰に要した費用を支払うことを誓います。そして、運転者は本競技に関する諸規則を熟知しており、相応の参加技量を持ってい
る事、並びに参加車両についてもコースまたは、スピードに対して適格であり、かつ、競技が可能であることを誓います。その他、当大会の参加者、
運転者、要員の氏名、参加車両の写真、映像、競技結果などの報道、放送、掲載の権限はオーガナイザーにあることを承認致します。

誓　　約　　書

受付日 備考欄

チャンピオンシリーズ

重複参加

参加車両名
(15文字以内で記入の事)

参
加
者

参
加
車
両

(参加者と競技運転者が異なる場合のみ記入)

先走者名

氏 名

Ｎ
２
Ｎ
３

フリガナ

２００６ ＪＭＲＣ西日本ジムカーナフェスティバル ｉｎ 中部

ＦＩＡ国際ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ競技規則ならびにそれに準拠した日本自動車連盟（ＪＡＦ）の国内競技規則及び本大会特別規則に従って参加を申し込みます。

参 加 申 込 書

男  ・  女

血液型

地域ｺｰﾄﾞ

参加クラス ゼッケン

競
技
運
転
者

（
参
加
者

）



都 道 市 区

府 県 郡

２００６年度の戦績

□ クラス 位

□ クラス 位

２００６年度の各シリーズ上位入賞戦績

□ 優勝（　　）回　２位（　　）回　３位（　　）回　４位（　　）回　５位（　　）回　６位（　　）回 

□ 優勝（　　）回　２位（　　）回　３位（　　）回　４位（　　）回　５位（　　）回　６位（　　）回

２００５年度の成績

□ クラス 位

□ クラス 位

／ －

／ －

会場までの交通手段

今年のシリーズを振り返って一言あるいは来期への抱負など

今回の目標

その他、アナウンスして欲しいことがあれば

ご協力ありがとうございました。ご健闘をお祈り致します。

サイズ

サイズ

メンテナンスガレージ・及びショップ名 マシンの特徴

リ　　ヤ

フロント

シリーズ順位

シリーズ順位

使用タイヤメーカー名 今回の使用タイヤ

使用年数ｴﾝｼﾞﾝ型式

年

チャンピオンシリーズ

（　　  　　）地区

最大出力

ps年

排気量

cc

正式略称（　　　　　　　　　　　　　）

チャンピオンシリーズ

（　　 　　　　）シリーズ

年式 車両型式

シリーズ順位

シリーズ順位

クラブ名

住所

読み方

選手名
年 才

フリガナ

車両データ

参加車両名
１５文字以内

チャンピオンシリーズ

（　　 　　　　）シリーズ

２００６ ＪＭＲＣ西日本ジムカーナフェスティバル ｉｎ 中部

参加選手プロフィールシート

ｼﾞﾑｶｰﾅ歴 年齢

（　　 　　）地区
（　　 　　　　）シリーズ

参加クラス ゼッケン



□ 携 帯

□ 職 場

□ 自 宅

× ＝ 円

× ＝ 円

× ＝ 円

× ＝ 円

× ＝ 円

× ＝ 円

× ＝ 円

× ＝ 円

円

１１月２５日(土)　公開練習タイムスケジュール 公開練習受付 　９：３０　～ １２：３０

公開練習 １ １１：００　～

公開練習 ２ １３：００　～

年 月 日

運転者(参加者)署名 ㊞

運転者が競技会時点で満20歳未満の場合は親権者の署名

親権者署名 ㊞

0

私は公開練習参加に当たり関連して起こった死亡、負傷、その他の事故で私自身及び私の指名した運転者、登録サービス員及び同伴者
が受けた損害について、決して日本自動車連盟（ＪＡＦ）、オーガナイザー及び大会役員、係員、会場所有者、後援団体、協賛会社、協力
会社(以下大会関係者という)に対して非難や責任の追及、及び損害賠償の要求をしないことを誓約致します。尚、このことは事故が上記

主
催団体または大会関係者の手違いなどに起因した場合であっても変わりなく、またコース及び場内施設使用に際し、施設・備品等に損害
を与えた場合はその現状復帰に要した費用を支払うことを誓います。そして運転者は本公開練習走行について相応の参加技量を備えて
おり、参加車両についてもコースまたはスピードに対して適格であり、且つ公開練習走行が可能であることを誓います。

希望者
のみ申
込んで
下さい

サービスカー登録料

サービス員登録料
注）参加料にサービス員
　　１名を含む

●公開練習(任意)に参加される選手の方は、下記に記入してお申込み下さい。(２回走行)●

誓約書

Ｗエントリー者氏名

運転者氏名参加クラス

重複参加 有　 ・　 無

0

0

要　 ・　 不要

0

 Ｄ地区以外の地区

22,000

２６日（日）昼食

0

 弁当（飲物付）

２５日（土）昼食  弁当（飲物付）

公開練習参加申込書

800

合計

領収証の要否
何れかに○

領収証の宛名

800

領収証の金額

円

運転者氏名

参 加 料

２００６ ＪＭＲＣ西日本ジムカーナフェスティバル ｉｎ 中部

 Ｄ地区（中部）

参加申込明細書

連絡先電話(必ず連絡可能な番号を記入して下さい)

２５日(土)公開練習

20,000

1,000

5,000

2,000

0

注）参加者１名につき
　　５ｍ未満の車両１台まで

 ２回走行（任意参加）

0

0

0

参加クラス ゼッケン



cc

kg kg

良 否

良 否

良 否

良 否

 リア 良 否

 リア 良 否

良 否

良 否

良 否

良 否

良 否

良 否

良 否

良 否

材質 点式 ｍｍ 直径 ｍｍ 名 良 否

変更 良 否

良 否

良 否

材質 内径 mm 塗色 赤 色

年 良 否

申し送り事項 合格　　・　　不合格

技術委員長署名

良 否

変更の内容(メーカー・タイプを詳細に記入のこと)

 取付位置

スチール

新たに装着した場合

 エアクリーナー

検査欄

 銘柄

 銘柄

※変更なしの場合はSTDと記入のこと。

 サイズ

 サイズ

 銘柄

 インタークーラー

 EXマニホールド  マフラー

 けん引用ブラケット
変更の有無

有　・　無

　規 格

 自動車検査証

 シートベルト

 ロールバー

 排出ガスCO

 車室内の安全性

 Ｅ/Ｇ室の安全性

 排出ガスHC

 排気音量

 車両重量

 車体番号

技
術
安
全
面
等
 レーシンググローブ

 ヘルメット

 レーシングスーツ

 エンジン型式

 車両重量

 ＪＡＦ公認№または登録№

 基準重量 車両重量

Ｎ・Ｂ車両改造申告書

２００６ ＪＭＲＣ西日本ジムカーナフェスティバル ｉｎ 中部

 競技運転者名

 登録番号

 競技参加者名

ＪＡＦ国内競技車両規則ならびに本大会特別規則書に従い参加車両の変更、取付、除去について申告致します。

 ヘルメット

 吸気系統

 排気系統

 リア タイヤ

 スプリング

 トランスミッション

 ショックアブソーバー

 バッテリー

 ロールバー

ｃｃ×1.7＝排気量 過給機付の場合は
係数を乗じて記入

 車両型式

 銘柄

項  目

 フロント タイヤ

 サイズ

 サイズ

 ミッション

 フロント

 フロント

有　・　無

 フロントスポイラー

 リアスポイラー

 サイドスカート　　

 フロントバンパー

 リアバンパー

 トランク

 ボンネット

変更の有無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

変更の内容

車高調整機能:   有　・　無

交換 ・ 取付 ・ 取外し ・ その他(　　　　　　)

交換 ・ 取付 ・ 取外し ・ その他(　　　　　　)

交換 ・ 取付 ・ 取外し ・ その他(　　　　　　)

交換 ・ 取付 ・ 取外し ・ その他(　　　　　　)

項  目

 空力装置

肉厚

交換 ・ 取付 ・ 取外し ・ その他(　　　　　　)

交換 ・ 取付 ・ 取外し ・ その他(　　　　　　)

有　・　無

有　・　無

有　・　無

 断面積又は直径

有  ・  無

　製造年

運転者と異なる場合のみ

 技術委員記入欄

 ファイナル

乗車
定員

交換 ・ 取付 ・ 取外し ・ その他(　　　　　　)

参加クラス ゼッケン



 排気量 ｃｃ

※オフィシャル記入欄

点式 mm 直径 mm 良 否

点式 mm 直径 mm 良 否

材質 容量 Ｌ 良 否

隔壁板　　 良 否

mm mm 良 否

良 否

良 否

良 否

良 否

年 良 否

材質 内径 mm 塗色 赤 色

年 良 否

 車室内の配管

 車室内の安全性

 E/G室の安全性

 申し送り事項 合格　　・　　不合格

 技術委員長署名

 けん引用ブラケット
変更の有無 新たに装着した場合

有　・　無 スチール  断面積又は直径

 車両重量

有 　・ 　無

有 　・ 　無

　肉厚

　肉厚

Ｋｇ

 オイルキャッチ装置

 バッテリー搭載位置

ストローク

変更の内容

　銘柄

ボア

 製造会社名

 車両型式

 車両通称名

 公認・登録車両№

 製造会社名

ｃｃ×1.7＝

 ヘルメット

 燃料タンク

 ボンネット等

 空力装置
　フロントスポイラーの変更

　サイドスカートの変更

トランク 変更  ・  加工

運転者と異なる場合のみ

車  両

 シートベルト技
術
安
全
面
等

 けん引フック

 その他安全面

 ヘルメット

 レーシングスーツ

 レーシンググローブ

 ボアストローク等

項目

 ロールケージ

 サイドバー

２００６ ＪＭＲＣ西日本ジムカーナフェスティバル ｉｎ 中部

過給機付の場合は
係数を乗じて記入

 競技参加者名

エンジン

ヵ所

 競技運転者名

ＪＡＦ国内競技車両規則ならびに本大会特別規則書に従い参加車両の変更、取付、除去について申告致します。

ＳＣ・Ｄ車両改造申告書

検査欄

　材質　

　リアスカートの変更

良 否

締具

締具 ヵ所

有 　・ 　無

有 　・ 　無

　リアスポイラーの変更

　製造年

×

 エンジン型式

 エンジン変更車両の
 公認・登録車両№

有　　・　　無エンジンルーム内　　・　　トランクルーム内

　材質

　材質

　製造年

ボンネット 変更  ・  加工

 トランクリッド締具

　材質　

　規 格

 キルスイッチ

 ボンネット締具

　公認番号

参加クラス ゼッケン


